
山崎延吉日記について 

 

はじめに 

 

 明治用水土地改良区に伺った際、理事・竹内清晴氏から「文化センターに山崎延吉コーナーがあ

りますよ」とご教示いただいた【資料①】。山崎延吉とは農政家であり教育者、愛知県立農林学校

（現在の安城農林高等学校）の初代校長をつとめた人物である。安城一帯が「日本デンマーク」と

呼ばれるほどの農業先進地になったのは、農業改善に努めた山崎の力が大きいという。久野庄太郎

は 1948 年に山崎に愛知用水の構想を語り、励ましと愛知用水実現への協力の約束をとりつけてい

る。 

 せっかく安城まで来たので明治用水土地改良区の帰りに立ち寄ったところ、既にその展示コーナ

ーはなくなっており、そこにあったすべての資料は安城市歴史博物館に保管されているとのことだ

った。コーナーと言われたのでちょっとした案内があるだけかと思ったが、安城市歴史博物館に問

い合わせたところ、資料はかなりの量があり、その資料は彼の私塾・神風義塾からのものであり、

『山崎延吉文庫所蔵資料』として目録が刊行されているとのことだった。そしてそのなかに山崎延

吉の日記が含まれていることもご教示いただいた。所蔵資料番号を抜き出し、5 月 9 日、安城市歴

史博物館に行くと、山崎延吉の日記そのものは痛みが激しいためコピーを見せていただくことにな

った。 

 

【資料①】 
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山崎延吉日記 

山崎延吉は明治 6（1873）年 6 月 26 日に生まれ、昭和 29（1954）年 7 月 13 日に亡くなるまで、

断片的に日記を残していた。それが山崎の日記の書き方だったか、本当はすべて揃っていたものが

無くなっていま部分的に残っているだけなのかは不明である。日記のはじめは明治 31（1898）年、

そこから昭和 2（1927）年まではおおかた残っている。しかしその後昭和 23（1948）年までがなく、

昭和 24（1949）−昭和 28（1953）年の五年日記と昭和 29（1954）年の日記が残されていた。亡くな

る間近まで日記を残していた。 

 今回、愛知用水関連の記述を確認するため。昭和 24（1949）−昭和 29（1954）年までの日記のコ

ピーをすべて撮影させていただいた。この 6年分の日記を振り返ることで、昭和 23（1948）年から

の愛知用水開削のための動きを最後まで応援し続けたという山崎延吉が、どのようなかたちで関わ

ってきたのかを知ることができるのではないだろうか。 

 そこで、昭和 24（1949）−昭和 29（1954）年までの日記にひととおり目を通し、愛知用水に関す

ると思われる部分の翻刻をおこなった。ただし山崎の文字は翻刻が難しく、愛知用水に関する年表

をまだ把握できていないため、必要な部分の見落としや誤読があると思われる。再読の必要がある

が、この時点でもこれまで明らかにされていなかった事項についてつかめる部分もあり、資料とし

て残すことにした。 

山崎延吉文庫所蔵資料（100−11） 

・日記（289-80）

・26：S24-28（五年日記）／27：S29（一年日記）を安城市歴史博物館にて全て撮影し、愛知用水に

関する部分については翻刻をおこなった。 

（公財）愛知・豊川用水振興協会研究員 逵 志保 
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